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　現在（2020 年 12 月），新型コロナ感染症の第 3 波が世界を襲い，日本でも新規感染者数，死亡者
数ともピークを記録しています．感染の蔓延は長期化し，経済に深刻な打撃を与え，自粛による感染
のコントロールは限界を迎えつつあります．
　そのような中，唯一の希望の光がワクチンの開発です．中国やロシアの新型コロナウイルスワクチ
ン開発において，第 3 相試験を省略して早期の承認が行われ，新興国に販売されていることは周知の
事実です．インドネシアでは，国民から中国製ワクチンの接種に否定的な意見が相次ぎ，大統領が接
種第 1 号となると声明を出す騒ぎとなっています．12 月を迎えて，ついに英国，米国において第 3
相試験を経たワクチンの緊急使用が承認され，接種が始まりました．世界は固唾を飲んでその効果を
見守っているところです．
　英国のエドワード・ジェンナーがワクチンの語源ともなった牛痘（牛の天然痘）種痘法を開発した
のは 1797 年のことでした．すでに天然痘患者の膿疱内から体液を取り出し，健常者に接種してウイ
ルスに感染させる人痘接種が開発されていましたが，2～3％程度の人が重症化し死亡する危険をはら
む不完全なものでした．より安全な方法としての牛痘種痘法の開発ですが，実は使用人の 8 歳の子供
を対象として，安全性も担保されていない中で行われたものです．牛痘の接種による牛痘の人への感
染とそれによって重症化しないことの確認．その後，今度は人痘の繰り返しの接種によっても人痘に
感染しないことの確認．というような方法で行われました．危険な実験で開発された安全な牛痘種痘
法でしたが，当初は「牛の体液を体内に入れたら牛になる」と種痘を拒絶する意見が圧倒的だったと
伝わっています．安全かつ有効な種痘により，天然痘は 1980 年に撲滅されました．一方，1976 年 2
月，米国で豚インフルエンザに感染した兵士が死亡した際には，パンデミックの発生を恐れ，米国政
府は早急にワクチン開発を進めてその年の 10 月から全国民への接種を開始しました．ところが，数
週間もたたないうちにギラン・バレー症候群が大量発生し，死者も多数出て大問題となりました．
　2021 年の 3 月頃より日本でも新型コロナウイルスに対するワクチン接種が始まると予想されてい
ます．逼迫する社会情勢の中，安全性が十分に担保された上で行われるべきであることを忘れてはな
りません． （橋口陽二郎）
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